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鍋島（日峯社下窯） 1660～1670年代
高さ 3.1 口径14.8 底径 8.2cm
伊万里市重要文化財
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P11：郷土の文化財（将軍や大名
が愛した器たち）に掲載



昭和29年の
市制施行以来、
20年にわたり
活躍してきた
旧庁舎（現在の
大坪公民館にあ
りました）に別
れを告げ、８月19
日に現庁舎の落成式
が行われました。式典

は玄関ロビーで行われ、
約800人が出席しました。

完成した国見台陸上競技場
は、当時としては県内初とな
る公認陸上競技場として認め
られました。また、この年の
９月20日から３日間、同競
技場では『第16回佐賀県民
体育大会』が開かれ、およそ
１万人もの選手が参加しまし
た。（写真は県民体育大会の
開会式のようす）

113号（昭和38年９月号）
県内初の公認競技場

465号（平成４年11月号）
ミッキーマウスもお祝い

福祉・保健・教育文化の中核
施設として市民センターが完成
しました。10月４日に行われ
た落成式では、東京ディズニー
ランドの人気者ミッキーマウス
とブレアラビットもお祝いに駆
けつけ、記念すべき日を大いに
盛り上げました。

235号（昭和48年９月号）
現在の市庁舎が完成

IMARI ２
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497号（平成７年７月号）
市民待望の図書館

子どもからお年
寄りまで、市民み
んなが気軽に楽し
く過すことができ
る図書館として平
成７年７月７日に
開館。平成15年
３月には貸出資料
４００万冊を突破
しました。

362号（昭和59年４月号）
焼き物の歴史公園誕生！

全
国
で
も
類
を
見
な
い

焼
き
物
の
歴
史
公
園
『
鍋

島
藩
窯
公
園
』
が
、
秘
窯

の
里
大
川
内
山
に
完
成
。

立花小学校は、
大坪小学校がマン
モス化したため、
市内で初めて分離
新設して誕生した
市内で18番目の
小学校です。開校
したばかりで、子
どもたちがまだ大
坪小学校の帽子を
かぶっているのが
わかります。

363号（昭和59年５月号）
市内18番目の小学校です
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７月22日、23日の２日間
にわたり、第１回の港まつり
が伊万里港を中心に盛大に行
われました。期間中には、巡
視船の体験航海のほか、事業
所対抗のど自慢大会やボート
競争、ボウリング大会など、
楽しい催しが開かれました。

210号（昭和46年８月号）
盛大に港まつり

120号（昭和39年４月号）
伊万里港初の貿易船

５
３
０
号

本
格
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
開
催

（
平
成
10
年
４
月
）

世
界
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

県
内
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る

『
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
が
市
民
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
最
新
ブ
ラ
ン
ド
の
競
演
に
、

こ
の
日
会
場
を
訪
れ
た
人
は
２
０
０

０
人
に
も
お
よ
び
ま
し
た
。

170号（昭和43年６月号）
号外『おかあさん版』

貨物船『赤岩丸』（3,500ト
ン）が、フィリピン方面から
輸入されたラワン材を積み、
この年の３月13日に伊万里港
に入港しました。赤岩丸は、
伊万里港にとって初の貿易船
で、当日は入港を祝い関係者
など多数が赤岩丸を歓迎しま
した。入港時、赤岩丸にはお
よそ1,400本のラワン材が上
甲板までぎっしり積まれてい
ました。

昭和42年９月から月３回
発行されていた回覧『旬報』
を廃止。変わって広報の号外
『おかあさん版』を毎月15日
に発行し、各世帯に配付する
ようになりました。この『お
かあさん版』は昭和45年３
月まで続き、その後現在の
『市役所だより』に変わりま
した。
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368号（昭和59年10月号）
カナダへ梨の初出荷！

特
産
の
梨
を
カ
ナ
ダ
へ
輸
出

す
る
た
め
、
大
川
町
と
南
波
多

町
か
ら
合
わ
せ
て
２
７
０
０
箱

（
40
・
５
㌧
）
の
梨
が
神
戸
港

に
向
け
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

415号（昭和63年９月号）
五つ子ちゃん

初めての里帰り

東京都の田中幹彦さん
（東山代里出身）、奈倒子さ
ん夫妻の五つ子ちゃんが、
お父さんのふるさと伊万里
へ初めての里帰りをしまし
た。五つ子ちゃんは昭和56
年９月生まれで、当時は小
学校１年生。この後、平成
５年にも２度目の里帰りを
しています。

447号（平成３年５月号）
市内中学校初のブレザー

こ
の
年
開
校
し
た
啓

成
中
学
校
。
新
入
生
の

制
服
は
ブ
レ
ザ
ー
に
ネ

ク
タ
イ
で
、
市
内
中
学

校
初
の
導
入
で
し
た
。
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56号（昭和33年12月号）
今月からメートル法実施

97号（昭和37年5月号）
信号機の色の説明します

今では見なれた信
号機。この当時は皆
さんに広報で信号の
色の意味を説明して
います。また、『進
め・注意・止れ』と
書いた信号機が設置
されていました。

ごく当たり前に使ってい
るメートル。この当時は尺
や寸が使われていました。
昭和34年１月の実施を前
に、伊万里市では１か月繰
り上げて12月から実施。早
く慣れるように広報で呼び
かけました。

85号（昭和36年5月号）
城山公園にお猿さん来る

唐津市と伊万里市との親善の意味で、唐津
市から４匹のお猿さんが贈られました。
このお猿さんは城山公園に新しく建設され

た猿舎に入居し、８月には雄の赤ちゃんが生
まれました。公募により赤ちゃん猿の愛称は
『城（じょう）』と決定。公園の人気者として
かわいがられました。また、当時の城山公園
には、有料望遠鏡（1回10円90秒）や売店、
池などがありました。

『今では常識』記事！

488号（平成6年10月号）
70年ぶりの『竜流し』

487号（平成6年9月号）
55年ぶりの『牛洗い』

珍しい雨乞い行事 南
波
多
町
▼

▲
松
浦
町
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市制施行25周年を記
念し、伊万里を象徴す
る音楽として製作を進
めていた『交響詩伊万
里』のレコーディング
が9月5日、福岡県勤労
青少年文化センター大
ホールで行われました。
『交響詩伊万里』は
作詩：片岡 繁男氏
作曲：團 伊玖磨氏
11月3日の記念式典で
発表されました。

308号（昭和54年10月号）
交響詩伊万里が完成

185号（昭和44年9月号）
求人申し込み1,200人

この当時は炭鉱
の閉山や学卒者な
どの県外流出で人
口は減り、労働力
が不足していまし
た。その時の求人
は1,200人。伊万
里職安は人集めに
苦労していました。

186号（昭和44年10月号）
トンテントンが年２回？

昭和45年の大阪万博
に参加する農機具メー
カーの宣伝映画に『ト
ンテントン』が収録さ
れました。9月14日、
映画の撮影のために本
番そっくりにけんかを
くりひろげました。
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伊
万
里
市
は
、
家
庭
生
活
や
地
域
社

会
に
お
け
る
男
女
協
働
参
画
を
推
進
す

る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き

る
男
女
、
ま
た
、
市
の
各
種
委
員
会
な

ど
政
策
決
定
に
か
か
わ
る
組
織
の
委
員

候
補
者
と
な
る
女
性
を
登
録
し
た
『
男

女
協
働
参
画
推
進
人
材
リ
ス
ト
』
を
作

成
し
ま
す
。

あ
な
た
の
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
的
知
識

や
専
門
分
野
へ
の
や
る
気
を
生
か
し
て

く
だ
さ
い
。

教
育
、
健
康
、
福
祉
、
環
境
、
農
業
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
わ
た
る
人
材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
登
録
さ
れ
た
人
に
関
す
る
情
報

は
、
目
的
外
で
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
資
格

伊
万
里
市
内
に
居
住
も
し
く
は
勤
務
、

ま
た
は
市
内
の
団
体
に
所
属
し
て
い

る
20
歳
以
上
の
人

◆
応
募
方
法

応
募
は
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。『
男
女
協
働
参
画
推
進

人
材
リ
ス
ト
登
録
票
』（
本
人
の
承
諾

が
必
要
）
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い

◆
募
集
期
間

通
年
。
特
に
あ
り
ま
せ
ん

◆
登
録
さ
れ
た
リ
ス
ト
の
活
用
方
法

市
に
お
け
る
各
種
委
員
会
な
ど
の
委
員

選
任
に
あ
た
り
、
情
報
を
必
要
と
す
る

と
き
。
ま
た
、
男
女
協
働
参
画
推
進
の

た
め
、
各
種
講
演
会
な
ど
の
講
師
候
補

者
選
定
な
ど
に
活
用
し
ま
す

◆
そ
の
他

登
録
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
伊
万
里

市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
管
理
し
ま
す
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インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里
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インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里

土
の
香
り
漂
う
焼
き
物
の
里

『
伊
万
里
』
か
ら
、
国
内
は
も
と

よ
り
広
く
世
界
の
ア
マ
チ
ュ
ア
陶

芸
家
に
呼
び
か
け
『
国
際
ア
マ
チ

ュ
ア
陶
芸
展
伊
万
里
２
０
０
４
』

を
開
催
し
ま
す
。

情
熱
と
創
造
性
に
富
ん
だ
皆
さ

ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
作
品
受
付
期
間

２
月
８
日
（
日
）
〜
29
日
（
日
）

（
月
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

◆
作
品
搬
入
先

伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会

館
（
大
川
内
山
）

◆
出
展
料

▽
一
般
の
部

１
０
０
０
円

▽
子
ど
も
の
部

無

料

◆
主
な
表
彰

▽
一
般
の
部

・
鍋
島
大
賞
（
１
人
）

副
賞
（
20
万
円
）

・
優
秀
賞

（
２
人
）

副
賞
（
３
万
円
）

・
特
別
賞

（
３
人
）

副
賞
（
２
万
円
）

▽
子
ど
も
の
部

・
優
秀
賞

（
１
人
）

記
念
品

・
特
別
賞

（
２
人
）

記
念
品

◆
募
集
要
項
請
求
先
・
問
合
先

国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展
伊
万

里
実
行
委
員
会
（
商
工
観
光
課

内
）

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
５
４
）

昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』昨年の鍋島大賞 水上なぎささんの作品『あっちいこー！』



11 IMARI
※伊万里市史『陶磁器編古伊万里』『建築編』『自然・地理編』『教育・人物編』販売中 各５,000円

◆問合先 市史編さん室（1@32111内線287)

色
絵
梅
流
水
文
皿
は
見
込
み

（
皿
の
内
側
）
に
染
付
で
流
水

と
そ
れ
に
浮
か
ぶ
梅
花
を
色
絵

で
描
い
て
い
ま
す
。

鍋
島
の
特
徴
で
あ
る
色
絵
の

下
に
染
付
の
下
絵
線
が
あ
り
、

裏
に
は
規
則
的
な
文
様
を
配
し

て
い
ま
す
。
高こ

う

台だ
い

が
高
く
、
高

台
文
様
も
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、木も

く

盃は
い

形が
た

を
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
作
品
は
、
延
宝
３
年
（
１

６
７
５
）
ご
ろ
に
大
川
内
山
で

鍋
島
藩
窯
が
開
か
れ
る
前
に
つ

く
ら
れ
た
初
期
鍋
島
で
す
。

色
絵
梅
流
水
文
皿
の
陶
片
も

大
川
内
山
の
日に

っ

峯ぽ
う

社し
ゃ

下し
た

窯か
ま

跡あ
と

か

ら
出
土
し
ま
し
た
。

日
峯
社
下
窯
跡
で
も
初
期
鍋

島
を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
、
有

田
町
の
岩い

わ

谷や

川が
わ

内ち

か
ら
南な

ん

川が
わ

原ら

、
大
川
内
山
の
間
に
日
峯
社

下
窯
跡
に
も
藩
窯
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

日
峯
社
下
窯
跡
と
南
川
原
と

は
時
代
に
差
が
な
く
、
少
な
く

と
も
南
川
原
か
ら
日
峯
社
下
窯

跡
へ
と
い
う
藩
窯
の
移
動
は
お

か
し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

岩
谷
川
内
か
ら
日
峯
社
下
窯

跡
へ
藩
窯
が
移
動
し
た
と
い
う

の
は
時
代
に
差
が
あ
る
の
で
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
南
川
原
に
藩
窯
が

あ
っ
た
と
い
う
伝
承
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
謎
は
深
ま

り
ま
す
。（
つ
づ
く
）

い

ろ

え

う

め

り
ゅ
う

す

ぃ

も

ん

ざ

ら

将
軍
や
大
名
が
愛
し
た
器
た
ち
織

芸
術
文
化
分
野
で
の
功
績
が
顕

著
で
あ
っ
た
と
し
て
伊
万
里
市
郷

土
研
究
会
（
会
員
２
９
１
人
）
が

県
政
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
は
昭
和

34
年
３
月
に
発
足
。
市
の
考
古
・

歴
史
・
民
俗
・
地
誌
・
自
然
環

境
・
そ
の
他
の
文
化
財
に
つ
い
て

月
か
ら
は
市
教
育
委
員
に
、
そ
し

て
教
育
長
と
し
て
平
成
15
年
に
退

任
さ
れ
る
ま
で
、
長
年
に
わ
た
り

教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
さ
ん
は
「
こ
の
た
び
の
表

彰
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
か

え
り
み
て
、
多
く
の
方
々
の
恩
恵

に
浴
し
た
こ
と
を
か
み
し
め
、
こ

の
栄
誉
は
、
こ
れ
ま
で
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
わ
っ
た
皆
様
方
の
お

陰
で
あ
る
と
、
心
か
ら
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

栄
え
あ
る
表
彰
と
数
多
の
恵
沢
に

背
か
ぬ
よ
う
、
自
分
な
り
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
り
ま
し
た
。

教
育
行
政
で
の
功
績
が
顕
著
で

あ
っ
た
と
し
て
前
田
和
茂
さ
ん

（
松
島
町
）
が
県
政
功
労
者
知
事

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

前
田
さ
ん
は
昭
和
28
年
４
月
よ

り
、
市
内
の
小
、
中
学
校
の
教
諭

と
し
て
学
校
教
育
に
あ
た
り
、
立

花
小
学
校
長
、
伊
万
里
小
学
校
長

な
ど
要
職
を
歴
任
。
平
成
３
年
６

の
調
査
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
同

会
の
活
動
は
幅
広
く
、
研
究
会
や

講
演
会
の
開
催
、
会
誌
『
烏

か
ら
す

ん
枕
』

の
発
刊
な
ど
、
発
足
以
来
今
日
ま

で
地
域
の
文
化
振
興
に
寄
与
し
て

き
ま
し
た
。

会
長
の
岩
永
融
さ
ん
は
「
会
員

す
べ
て
が
伊
万
里
の
歴
史
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。
勉
強
し
て

知
る
こ
と
が
伊
万
里
を
愛
す
る
こ

と
に
通
じ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を

受
け
な
が
ら
郷
土
文
化
を
研
究

し
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

平成15年度県政功労者知事表彰

（前教育長）前田 和茂さん 伊万里市郷土研究会
（個人）教育行政 （団体）芸術文化

地方自治や教育、文化など各分野で地道な活動を続けてきた個人や団体に贈られる県政功労者知
事表彰を、この度前田和茂さんと伊万里市郷土研究会が受賞しました。おめでとうございます。
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伊万里警察署は年末年始の交通安全の一環として、
バイクに交通安全の登り旗を付け市内をパレードしま
した。市内のハーレーダビットソンクラブの協力を得
てサイドカーなど大型バイク20台が参加。人に優しい
安全運転を実施しようと市民に呼びかけました。

大型バイクで交通安全パレード！
20歳の門出を祝う『成人式』が市民会館で開かれま

した。今年の新成人は男性438人、女性419人の計
857人です。この式は、各町の新成人の代表からなる
実行委員会が企画、運営に当たっています。昨年結成
20周年を迎えた伊万里太鼓の演奏を皮切りに、思い出
のスライドや中学生時代の担任の先生によるビデオレ
ターなどがスクリーンに写し出されると、当時を懐か
しむ声や笑い声が会場に響き渡っていました。

『愛郷の詩人』片岡繁男の詩碑建立

高さ２m20cmの門松がお目見え

857人が大人の仲間入り！

『交響詩伊万里』などの作詩で知られる片岡繁男さ
んの詩碑が市民図書館に建てられ、除幕式が行われま
した。これは片岡さんに師事した市内文学者の集い
『十三日会』が企画。詩碑には片岡さんの代表作『わが
ふるさと伊万里』の書き出しが刻まれています。

山代町のボーイスカウト伊万里第8団の団員が、高
さ2m20cmの門松を作り市役所玄関前に設置しまし
た。同団は毎年、山代町内の公共施設や地元企業など
に門松を設置していますが、今年は新たに市制50周年
を記念して市役所にも設置したものです。

１.11

12.23

12.14

12.21



七福神が宝船で『福』を運ぶ！

『伊万里の昔ばなし』第２集発行

何とも不思議な伝統行事『つうわたし』

市民図書館のお話しボランティアグループ三
さん

◯
わ

会が
『伊万里の昔ばなし２』を発行しました。今回は、山代
町・二里町・大坪町（古賀）の人たちから聞いた話をま
とめた全38話を収録。ふるさと伊万里の昔ばなしを語
り伝えてほしいと500部を発行しました。

大坪町古賀地区で、同地区の伝統行事『つうわたし』
がありました。これは、地元神社『今岳大権現』の分
霊の世話を次の当番に引き継ぐ行事で、代々伝わる衣
装を身にまとい顔に墨を塗って地区内を行列します。
どうして顔を真っ黒にするのか、何とも不思議ですね。

新春恒例の『えびす祭り』が中心商店街で開かれま
した。七福神にふんした商工関係者の皆さんが宝船に
乗り、景気回復の願いを込めて商店街を練り歩きまし
た。また、生きダイなどが当たる福運抽選会も開かれ、
今年の運試しをする人たちでにぎわいました。

12.14

１.13

１.11

13 IMARI

みんなの夢をのせて舞い上がれ
『第３回西九州凧あげ大会』が黒川町のイマリンビ

ーチでありました。当日は凧づくり教室や自作の凧の
競技などがあり、市内外から150チームが参加。子ど
もから大人まで自作の凧を空高く上げようと砂浜をい
っしょうけんめい走っていました。

１.18

伊万里市消防団出初式
新
春
恒
例
の
伊
万
里
市
消
防
団
出
初
式

が
、
伊
万
里
駅
前
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
各
分
団
か
ら
総
勢
８
８
５

人
が
参
加
。
伊
万
里
小
学
校
で
の
通
常
点
検

や
駅
前
ま
で
の
分
列
行
進
を
行
い
、
駅
南
側

広
場
で
の
式
典
で
は
、
高
ら
か
に
響
く
号
令

の
も
と
機
敏
な
動
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
式
典
後
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
伊
万
里
農
林
高
校
生

の
太
鼓
演
奏
、
消
防
職
員
に
よ
る
は
し
ご
乗

り
が
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
目
を

奪
っ
て
い
ま
し
た
。

１.11
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牧
瀬
サ
ダ
さ
ん
（
二
里
町
大
里
）

が
12
月
24
日
、
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
塚
部
市
長

か
ら
百
寿
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
、
市
内
の
百
歳
以

上
の
人
は
15
人
で
す
。
そ
の
内
女

性
で
は
サ
ダ
さ
ん
が
12
番
目
の
長

寿
者
で
す
。

サ
ダ
さ
ん
は
、
明
治
36
年
12
月

24
日
生
ま
れ
で
、
現
在
は
息
子
の

政
夫
さ
ん
の
ご
家
族
と
い
っ
し
ょ

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
耳
と
足
が

多
少
不
自
由
で
す
が
、
し
っ
か
り

し
て
い
て
と
て
も
元
気
。
こ
の
日

は
、
市
長
と
の
会
話
も
弾
ん
で
い

ま
し
た
。

市
長
が
百
寿
メ
ダ
ル
を
サ
ダ
さ

ん
の
首
に
か
け
て
「
百
歳
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
、
こ
れ
か
ら
も
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
声
を
か
け

る
と
、
サ
ダ
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
と
て
も
元
気
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
に
っ

こ
り
ほ
ほ
え
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
外
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
家
族
が
百
寿
の
お
祝
い
に

か
け
つ
け
、
ひ
孫
の
牧
瀬
周
太
く

ん
（
中
学
２
年
生
福
岡
県
在
住
）

が
「
百
歳
お
め
で
と
う
」
と
花
束

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
サ
ダ
さ
ん
は

「
あ
り
が
と
う
」
と
嬉
し
そ
う
に

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
集
ま
っ
た
家
族
は
笑

顔
の
サ
ダ
さ
ん
を
囲
み
、
み
ん
な

で
記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

いつまでもお元気で！

牧瀬 サダさん

いつまでもお元気で！

山口 リヲさん
山
口
リ
ヲ
さ
ん
（
南
波
多
町
古

里
）
が
１
月
15
日
、
め
で
た
く
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
塚
部

市
長
か
ら
百
寿
記
念
メ
ダ
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

リ
ヲ
さ
ん
は
、
明
治
36
年
１
月

15
日
生
ま
れ
で
、
現
在
は
息
子
の

一
さ
ん
の
ご
家
族
と
い
っ
し
ょ
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
少
々
耳
が
不

自
由
で
す
が
、
毎
日
か
か
さ
ず
新

聞
を
読
ん
で
テ
レ
ビ
を
見
る
の
が

日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

じ
ゃ
が
い
も
や
豆
腐
が
き
ら
い
だ

っ
た
の
が
、
今
で
は
何
で
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

市
長
は
「
百
歳
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
声
を
か
け

る
と
、
リ
ヲ
さ
ん
は
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
ほ

ほ
え
ん
で
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
家
族
に
囲
ま
れ
て
、
リ
ヲ
さ
ん

は
と
て
も
幸
せ
そ
う
で
し
た
。



ぼ
く
が
大
好
き
な
の
は
三
輪

車
。
ま
だ
ペ
ダ
ル
に
足
が
届
か
な

い
け
ど
、
届
く
よ
う
に
な
っ
た
ら

ど
ん
ど
ん
走
り
回
っ
て
み
た
い

な
。
そ
し
て
嫌
い
な
の
は
お
風
呂
。

い
つ
も
パ
パ
と
入
っ
て
る
ん
だ
け

ど
、
泣
き
な
が
ら
入
る
こ
と
が
多

い
か
ら
パ
パ
を
困
ら
せ
て
る
み
た

い
。
パ
パ
、
ご
め
ん
ね
。

い
つ
も
マ
マ
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
い
つ
ま
で
も

や
さ
し
い
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
強
く

て
た
く
ま
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。

★徳成・冬美さんの長男

★脇田町上ノ山

小
お

栗
ぐり

純
じゅん

子
こ

さん(24歳)

★相生町

★おとめ座・Ｂ型

純
子
さ
ん
は
、
武
雄
市
に
あ
る

介
護
老
人
保
健
施
設
『
た
ん
ぽ
ぽ
』

で
事
務
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
場
の
広
報
委
員
の
一
員
と
し
て

年
に
４
回
、
施
設
や
利
用
者
の
話

題
を
掲
載
す
る
『
た
ん
ぽ
ぽ
だ
よ

り
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
日
常

業
務
を
か
か
え
て
の
作
業
で
大
変

で
す
が
、
読
み
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
い
紙
面
作
り
を
心
が
け
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
夢
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
旅

行
を
す
る
こ
と
。「
大
学
生
の
時

に
初
め
て
行
っ
た
ん
で
す
が
、
ぜ

ひ
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
で

す
。
す
ぐ
に
は
無
理
だ
け
ど
、
い

つ
か
実
現
さ
せ
た
い
で
す
ね
」
と

笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

坂
さか

本
もと

大
だい

樹
き

くん

15 IMARI

( )１歳
７か月
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伊
万
里
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
杯
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
１
月
10
日
、

11
日
の
２
日
間
、
国
見
台
陸
上
競

技
場
を
中
心
に
開
か
れ
ま
し
た
。

10
回
目
と
な
る
今
年
の
大
会
に

は
、
伊
万
里
、
大
坪
、
山
代
の
市

内
３
チ
ー
ム
と
、
唐
津
、
佐
世
保

な
ど
か
ら
の
市
外
チ
ー
ム
を
含
め

た
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
ま
ず
初
日
に
３
チ
ー

ム
ず
つ
８
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
予

選
リ
ー
グ
を
実
施
。
各
パ
ー
ト
ご

と
に
１
位
か
ら
３
位
ま
で
順
位
を

決
定
し
ま
す
。
そ
し
て
２
日
目
は
、

そ
の
順
位
を
も
と
に
１
位
、
２
位
、

３
位
の
３
つ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

わ
か
れ
優
勝
が
争
わ
れ
ま
す
。

予
選
リ
ー
グ
の
結
果
、
地
元
チ
ー

ム
で
は
、
伊
万
里
と
山
代
が
１
位
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
予
選
を
１
勝

１
敗
に
終
わ
っ
た
大
坪
は
２
位
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し
た
。

大
会
２
日
目
、
１
位
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
は
、
山
代
が
準
々
決
勝
で

唐
津
と
対
戦
。
善
戦
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
３
対
１
で
敗
れ
ま
し

た
。
一
方
、
伊
万
里
は
順
当
に
勝

ち
進
み
、
み
ご
と
決
勝
に
進
出
。

決
勝
は
、
山
代
を
破
っ
た
唐
津
と

の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
前
半
に
唐
津
が

１
点
を
先
制
し
ま
す
が
、
伊
万
里

も
後
半
す
ぐ
に
同
点
に
追
い
つ
き

ま
す
。
そ
の
後
、
唐
津
は
キ
ー
パ

ー
が
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
で
退
場
し
10

人
と
な
り
ま
し
た
が
、
伊
万
里
の

猛
攻
撃
を
何
と
か
し
の
ぎ
、
試
合

は
１
対
１
の
ま
ま
終
了
。
優
勝
の

行
方
は
Ｐ
Ｋ
戦
へ
と
も
つ
れ
込
み

ま
し
た
。

Ｐ
Ｋ
戦
で
は
、
唐
津
が
着
実
に

ゴ
ー
ル
を
決
め
る
一
方
、
伊
万
里

は
相
手
キ
ー
パ
ー
の
攻
守
に
も
阻

ま
れ
、
な
か
な
か
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト

を
揺
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果

３
対
０
で
唐
津
が
勝
利
。
伊
万
里

第10回伊万里ニューイヤー杯少年サッカー大会

１日（日）

●大川内町民卓球大会

８時半開会 大川内小学校

●伊万里町民卓球大会

９時半開会 啓成中学校

８日（日）

●二里町民卓球大会

８時半開会 国見台体育館

●東山代町民卓球大会

８時半開会 滝野小学校

●山代町民・子ども会卓球大会

８時半開会 山代中学校

29日（日）

●伊万里町民グラウンドゴルフ大会

８時半開会 啓成中学校

８日（日）

●市スポーツ少年団剣道交流大会

９時開会 国見台武道館

13日（金）～15日（日）

●郡市対抗県内一周駅伝大会

県内一円

15日（日）

●市長杯グラウンドゴルフ大会

９時開会 国見台陸上競技場ほか

●市長杯バスケットボール大会

９時開会 国見台体育館

２月の市民スポーツ

２月の町民スポーツ

は
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
り
ま
し

た
が
、
会
場
か
ら
は
健
闘
を
た
た

え
る
大
き
な
拍
手
が
お
こ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
２
位
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
ん
だ
大
坪
は
、
決
勝
ま

で
進
み
ま
し
た
が
３
対
２
で
敗

れ
、
こ
ち
ら
も
準
優
勝
で
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
１
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
唐
津
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

②
Ｆ
Ｃ
伊
万
里
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

③
佐
世
保
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
江
北
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

②
大
坪
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

③
ブ
レ
イ
ン
ズ
Ｊ
Ｓ
Ｃ

牛
津
Ｆ
Ｃ
ロ
ッ
ソ

▼
３
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

①
鬼
塚
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

②
城
西
Ｆ
Ｃ

③
嬉
野
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

有
田
ジ
ュ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ

今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
今大会の得点王に輝いた伊万里ファ
イターズの山田 剛選手（写真左端）
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第
39
回
新
春
古
伊
万
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

新
春
の
伊
万
里
路
を

駆
け
抜
け
る
！

新
春
の
伊
万
里
路
を
駆
け
る

『
第
39
回
新
春
古
伊
万
里
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
』
が
、
１
月
11
日
市

街
地
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

駅
通
商
店
街
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ

ー
ル
地
点
と
し
、
小
学
生
の
部
か

ら
一
般
の
部
ま
で
、
７
部
門
に
約

７
８
０
人
が
参
加
。
ど
の
部
門
も

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の

白
熱
し
た
レ
ー
ス
を

展
開
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
に

恵
ま
れ
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
。
今
年

最
初
の
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
と
あ
っ
て
、

市
内
は
も
と
よ
り
県

内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
に
は

た
く
さ
ん
の
観
客
が

つ
め
か
け
、
力
走
す

る
選
手
に
さ
か
ん
に

声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
大
会
上
位

の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）
一般の部優勝
北村弘樹選手（弁天町）

女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）
女子の部優勝
吉田智晴選手（国見中）

小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）
小学生男子の部優勝
中島 崚選手（大川小）



●

日

時

２
月
13
日
、
27
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

③
ぽ
っ
ぽ
マ
マ
の
つ
ど
い

●

対

象

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

●

日

時

２
月
４
日
、
25
日

午
前
10
時
〜
11
時
半

●

テ
ー
マ

離
乳
食
に
つ
い
て

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

④
つ
く
し
ん
ぼ
ラ
ン
ド

●

対

象

就
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

●

日

時

２
月
10
日
、
18
日

午
前
10
時
〜
11
時
半

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●

会

場

①
〜
③
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

④
市
民
図
書
館

※
一
時
保
育
・
休
日
保
育
も
行
っ

て
い
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
1
@3
５
１
９
７
）

●

日

時

２
月
14
日
（
土
）

午
前
９
時
半
〜
正
午

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

●

内

容

盲
導
犬
・
聴
導
犬
の

活
動
状
況
の
案
内

※
活
動
犬
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す

●

問
合
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
1
@2
３
９
３
１
）
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ぽ
っ

ぽ
』
は
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
を
相
談
し
た
り
、
親
子
で

仲
間
作
り
が
で
き
る
場
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
わ
く
わ
く
広
場

●

対

象

就
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
ひ
ま
わ
り
コ
ー
ス
（
金
曜
日
）

２
月
６
日
、
20
日

▽
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
コ
ー
ス（
月
曜
日
）

２
月
９
日
、
23
日

②
わ
く
わ
く
ベ
ビ
ー

●

対

象

０
〜
１
歳
３
か
月
ま

で
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

くらしの
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

民
生
児
童
委
員
・
福
祉

活

動

員

研

修

会



●

日

時

２
月
20
日
（
金
）

午
後
７
時
〜

●

場

所

伊
万
里
公
民
館

●

テ
ー
マ

▽
伊
万
里
地
区
の
開
発
と
活
性
化

に
つ
い
て

▽
伊
万
里
地
区
北
部
の
計
画
に
つ

い
て

●

問
合
先

市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
２
６
）

●

日

時

２
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
半
〜
午
後
３
時

●

場

所

い
ま
り
梅
園
『
藤
ノ

尾
』（
木
須
町
）

●

内

容

伊
万
里
農
林
高
校
の

太
鼓
演
奏
、
農
産
物
・
加
工
品

の
直
売
、
梅
料
理
試
食
交
流
会
、

も
ち
つ
き
体
験

な
ど

●

問
合
先

Ｊ
Ａ
伊
万
里
営
業
部

（
1
@3
５
５
５
５
）

●

売
却
地

伊
万
里
市
山
代
町
楠

久
字
前
田
５
５
７
番
５

（
楠
久
駐
在
所
跡
地
）

宅
地

１
１
５
・
43

※
落
札
し
た
場
合
は
、
隣
接
す
る

市
有
地
（
伊
万
里
市
山
代
町
楠

久
字
前
田
５
５
７
番
８
、
宅
地
、

92
・
84

、
楠
久
駐
在
所
跡

地
と
し
て
県
有
地
と
一
体
利
用

し
て
い
た
土
地
）
に
つ
い
て
も

購
入
可
能
で
す

●

参
考
価
格

２
３
０
万
円

●

入
札
日
時

２
月
16
日
（
月
）

午
後
１
時
50
分
〜

●

入
札
会
場

県
庁
本
館
１
階

●

申
込
期
限

２
月
９
日
（
月
）

●

申
込
・
問
合
先

佐
賀
県
出
納

局
用
度
管
財
課
管
財
班

（
1
０
９
５
２
@5
７
１
９
２
）

●

対

象

市
内
在
住
の
小
学
４

年
生
〜
中
学
３
年
生

●

期

間

３
月
３
日
〜
31
日
の
毎
週
水
・

日
曜
日
（
10
日
を
除
く
）

●

時

間

午
後
６
時
半
〜
８
時
半

●

会

場

伊
万
里
商
業
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

くらしの
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み
ん
な
お
い
で
よ
！

第
１
回
伊
万
里
梅
ま
つ
り

一
般
競
争
入
札
に
よ
り

県
有
地
を
売
却
し
ま
す

●

定

員

30
人

●

参
加
料

１
０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

●

申
込
方
法

各
町
公
民
館
お
よ

び
体
育
保
健
課
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限

２
月
27
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

体
育
保
健
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
５
）

平
成
16
年
４
月
１
日
以
降
の
１

年
間
に
お
い
て
、
市
営
住
宅
に
空

室
が
で
た
と
き
に
順
次
入
居
で
き

る
、
入
居
予
備
者
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
団
地

立
花
、
大
坪
、
勝

田
、
楠
久
第
２
（
３
階
建
の
み
）、

大
久
保
、
立
岩
、
弁
天

●

申
込
書
の
配
布

参
加
し
ま
せ
ん
か

ホ

ッ

ケ

ー

教

室

平
方

メ
ー
ト
ル

平
方

メ
ー
ト
ル

２
月
16
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

●

申
込
書
の
配
布
・
受
付
場
所

市
役
所
２
階

建
設
課

●

受
付
期
間

３
月
１
日
（
月
）
〜
５
日
（
金
）

※
３
月
22
日
（
月
）
に
抽
選
で
入

居
順
位
を
決
定
し
ま
す

●

問
合
先

建
設
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
３
３
）

●

受
付
日

２
月
18
日
（
水
）、
19
日
（
木
）

●

時

間

午
後
６
時
〜
８
時

●

会

場

国
見
台
協
会
事
務
所

●

登
録
料

８
０
０
０
円

※
登
録
用
紙
は
、
協
会
事
務
局
ま

た
は
各
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す

●

問
合
先

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
事
務
局
（
1
@8
０
０
０
９
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

チ
ー
ム
登
録
の
受
付

市

営

住

宅

へ

の

入
居
予
備
者
を
募
集

第
８
回
さ
わ
や
か
伊
万
里

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ



人のうごき
平成16年1月１日現在
●人口 59,628人 （＋ 11）

男 28,474人 （＋ 16）
女 31,154人 （－ 5）

●世帯 20,628世帯（－ 5）
（ ）は前月比
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■発行日／平成16年２月１日
■発行編集／伊万里市秘書課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花台1-1-1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印 刷／山口印刷株式会社

福岡市西区 砂
す な

田
だ

榮
え

和
わ

雄
お

さん

伊万里市は今年４月、市制施行50周年を迎えます。皆さんとともに歩んだ半世紀には
それぞれの思い出があります。そしてまた、新たな半世紀に向かって歩んでいきます。
このコーナーでは、皆さんの懐かしい思い出や未来へのエールをご紹介します。

『立川炭鉱と鉱害改郷之碑』
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昭
和
29
年
４
月
25
日
の
第
１
号
発
刊
以
来
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
『
広
報
伊
万
里
』
は
今
月

６
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
万
里
市

も
今
年
の
４
月
、
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま

る
こ
と
に
な
り
、
記
念
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
ま
す
ま
す
取
材
が
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

さ
て
、
今
月
号
の
編
集
を
し
て
い
て
、
市
制

施
行
50
周
年
が
４
月
と
い
う
の
に
ど
う
し
て
６

０
０
号
が
２
月
な
の
か
？
と
い
う
疑
問
が
わ
い

て
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら
ば
３
月
号
が
６
０
０

号
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
…
。
し
か
し
、
年

末
年
始
に
今
ま
で
の
広
報
を
読
み
あ
さ
り
わ
か

り
ま
し
た
。
気
に
な
る
人
は
特
集
の
中
の
『
広

報
伊
万
里
の
歩
み
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
）

編

集

室

か

ら

市制50周年記念事業ロゴマ－ク


